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昨
年
12
月
21
日
に
立
ち
上
げ
ら
れ

た
ク
ニ
マ
ス
里
帰
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、地
元
関
連
団
体
で
構
成
す
る「
ク

ニ
マ
ス
会
議
」
と
連
携
を
図
っ
た
取

り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

◇
主
な
事
業
内
容

・
ク
ニ
マ
ス
生
態
調
査

　
　
　
　

(

秋
田
県
、
山
梨
県
合
同)

・
田
沢
湖
水
質
実
態
調
査

・
ク
ニ
マ
ス
ふ
る
さ
と
Ｐ
Ｒ
事
業

・
ク
ニ
マ
ス
ふ
る
さ
と
看
板
製
作
設
置

・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

・
田
沢
湖
、
西
湖
友
好
提
携
調
査

・
田
沢
湖
湖
畔
整
備
構
想
の
検
討

(

白
い
砂
浜
の
実
現
、
史
料
館
整
備)

「
第
３
回
ク
ニ
マ
ス
里
帰
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
会
議
」
で
は
市
側
か
ら
、

中
和
処
理
に
つ
い
て
、
石
灰
石
以
外

の
手
段
の
検
討
や
、
田
沢
湖
の
環
境

整
備
の
た
め
、
水
上
バ
イ
ク
の
騒
音

や
油
漏
れ
、
指
定
区
域
外
で
の
走
行

な
ど
、
湖
面
を
利
用
す
る
際
の
マ

ナ
ー
問
題
を
解
決
す
る
必
要
性
を
提

案
し
て
い
ま
す
。

「
ク
ニ
マ
ス
里
帰
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
始
動
中

 

ク
ニ
マ
ス
復
活
を
目
指
し
て
～

 
～
世
紀
の
大
発
見
か
ら

田
沢
湖
へ
玉
川
導
入

　
　
姿
を
消
す
ク
ニ
マ
ス

玉
川
の
利
用
は

　
　
　
昔
か
ら
の
大
き
な
課
題

　

玉
川
の
水
は
酸
性
が
強
く
、
農
業

用
水
、
生
活
用
水
に
適
さ
ず
、
流
域

の
開
発
を
妨
げ
て
い
ま
し
た
。
玉
川

温
泉
の
Ｐ
Ｈ
１
．
２
、
温
度
98
度
の

お
湯
が
流
れ
る
、
わ
が
国
で
も
有
数

の
強
酸
性
河
川
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

強
酸
性
除
毒
の
歴
史
は
、
佐
竹
藩

が
天
保
12
年
、
角
館
地
方
の
農
業
被

害
を
除
去
す
る
た
め
、
田
口
幸
右
衛

門
に
命
じ
た
こ
と
に
始
ま
リ
ま
す
。

国
策
事
業
　
田
沢
湖
開
発
へ

　

日
中
戦
争
が
始
ま
っ
た
昭
和
12

年
、
電
源
開
発
と
農
地
開
拓
を
目
的

に
、
田
沢
湖
に
玉
川
を
導
入
す
る
方

針
が
決
定
。
田
沢
湖
は
発
電
用
ダ
ム

と
農
業
か
ん
が
い
用
た
め
池
の
役
目

を
果
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
仙
北

平
野
の
未
墾
地
を
水
田
に
替
え
、
発

電
と
開
拓
の
効
果
を
得
ら
れ
る
計
画

で
し
た
。

　

強
酸
性
の
玉
川
流
入
に
よ
る
、
湖

の
生
態
系
の
破
壊
は
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
当
時
は
戦
時
体
制
下
、
国
策

に
沿
う
こ
の
事
業
は
発
電
所
建
設
な

ど
が
順
調
に
進
み
、
昭
和
15
年
、
導

入
路
か
ら
玉
川
の
水
が
田
沢
湖
へ
流

れ
込
み
、
生
保
内
発
電
所
で
営
業
発

電
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

湖
か
ら
消
え
た
生
き
物
た
ち

　

し
だ
い
に
田
沢
湖
は
酸
性
湖
に
変

容
し
、
世
界
で
田
沢
湖
に
し
か
生
息

し
て
い
な
か
っ
た
ク
ニ
マ
ス
も
絶
滅

し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、イ
ワ
ナ
、

ウ
ナ
ギ
、
ヒ
メ
マ
ス
な
ど
も
湖
か
ら

消
え
て
い
き
ま
し
た
。

中
和
処
理
が
稼
働
、

　
　
　
少
し
ず
つ
甦
る
田
沢
湖

　

平
成
元
年
10
月
、
中
和
処
理
施
設

の
試
験
運
転
開
始
、
平
成
3
年
4
月

か
ら
本
運
転
を
開
始
し
ま
し
た
。
中

和
に
は
石
灰
石
が
１
日
40
ト
ン
使
用

さ
れ
ま
す
。
流
域
土
壌
の
酸
性
を
緩

和
し
、
米
の
収
穫
増
な
ど
様
々
な
効

果
が
出
て
お
り
、
田
沢
湖
で
は
水
質

も
徐
々
に
改
善
し
、
ウ
グ
イ
等
も
生

息
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
昨
年
末
、
世
紀
の
大
発
見
と
ク
ニ
マ
ス
の
生
存
が
報

じ
ら
れ
て
か
ら
、
市
で
は
県
と
共
同
し
て
「
ク
ニ
マ
ス

里
帰
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
様
々
な
活
動

を
通
し
そ
の
可
能
性
を
探
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ク
ニ
マ
ス
を
知
る
こ
と
で
、
田
沢
湖
の
歴
史
を
知
り
、

環
境
を
見
直
す
。
一
度
は
絶
滅
と
思
わ
れ
た
ク
ニ
マ
ス

を
通
し
て
見
え
る
も
の
は
様
々
で
す
。

　

幻
の
魚
だ
っ
た
ク
ニ
マ
ス
が
、
幸

運
に
も
ま
た
私
た
ち
の
前
に
現
れ
ま

し
た
。

　

田
沢
湖
に
か
つ
て
生
息
し
、
辰
子

伝
説
が
由
来
の
別
名
「
キ
ノ
シ
リ
マ

ス
」、
殿
様
へ
献
上
品
と
し
て
の
話

や
、
１
匹
が
米
１
升
の
贅
沢
品
と
も

語
ら
れ
る
ク
ニ
マ
ス
と
は
？

　

ク
ニ
マ
ス
が
初
め
て
学
術
的
に
分

類
さ
れ
た
の
は
大
正
14
年
。
京
都
大

学
川
村
多
実
二
教
授
が
ア
メ
リ
カ
の

魚
類
学
者
ジ
ョ
ル
ダ
ン
博
士
に
、
３

匹
の
標
本
を
送
っ
た
こ
と
に
始
ま
り

ま
す
。
博
士
は
新
種
と
判
定
し
、
オ

ン
コ
リ
ン
カ
ス
・
カ
ワ
ム
レ
ー
と
名

付
け
、
ベ
ニ
サ
ケ
が
陸
封
さ
れ
て
生

じ
た
新
種
で
あ
る
と
発
表
し
ま
し

た
。

田
口
三
之
助
翁
と

田
沢
湖
疎そ

す

い水
ト
ン
ネ
ル

～
田
沢
湖
の
今
昔
①
～

　

田
沢
湖
畔
の
白
浜
に
石
碑
が
建
っ

て
い
ま
す
。
地
域
の
た
め
疎そ

す
い
ず
い
ど
う

水
隧
道

（
ト
ン
ネ
ル
）
を
完
成
さ
せ
た
田
口

三
之
助
翁
を
讃
え
、
大
正
６
年
石
神

地
区
の
住
民
が
建
立
し
ま
し
た
。

　

当
時
の
玉
川
は
酸
性
度
が
高
く

「
玉
川
毒
水
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
で

し
た
。
石
神
地
域
で
は
玉
川
の
水
を

灌か
ん
が
い漑
用
水
に
使
用
し
て
い
た
た
め
、

収
量
が
少
な
く
、
農
民
の
生
活
は
苦

し
い
も
の
で
し
た
。

　

生
保
内
の
阿
気
に
生
ま
れ
た
田
口

三
之
助
は
、
田
沢
湖
か
ら
水
を
引
く

こ
と
が
で
き
れ
ば
と
、
疎
水
隧
道
の

工
事
を
計
画
し
ま
す
。

　

当
時
の
地
域
に
そ
の
資
金
を
出
す

余
裕
は
無
く
、
三
之
助
は
苦
労
の
す

え
秋
田
藩
か
ら
補
助
を
取
り
付
け
、

文
化
２
年
工
事
に
着
工
。
約
二
百
間

（
約
３
７
０
ｍ
）
の
長
さ
を
、
人
の

手
で
堀
り
抜
く
大
事
業
は
難
航
し
、

や
が
て
藩
か
ら
の
補
助
も
打
ち
切
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
、
縁
者
の
工
事
中

止
の
説
得
を
振
り
切
り
、
三
之
助
は

工
事
を
続
け
、
開
始
か
ら
10
年
目
の

文
化
11
年
に
隧
道
は
開
通
、
白
浜
の

水
門
か
ら
澄
み
切
っ
た
水
が
石
神
の

水
田
に
流
れ
ま
し
た
。

　

疎
水
隧
道
に
よ
り
石
神
地
区
の
水

事
情
は
飲
料
水
も
含
め
改
善
、
水
田

も
豊
作
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
三
之
助

は
、
こ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
村
の

肝き
も
い
り煎
（
世
話
役
）
に
抜
擢
さ
れ
そ
の

職
に
精
励
し
ま
し
た
。（「
先
人
の
歩

み
」
大
曲
仙
北
校
長
会
編
参
考
）

　　

昭
和
15
年
、
電
源
開
発
と
農
地
開

拓
の
計
画
で
玉
川
の
水
が
田
沢
湖
に

導
水
さ
れ
、
こ
の
疎
水
ト
ン
ネ
ル
は

閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
が
、
平
成
４
年
田

沢
湖
畔
地
域
の
特
定
環
境
公
共
下
水

道
整
備
事
業
の
際
、
幹
線
設
置
に
再

利
用
さ
れ
、大
い
に
役
立
ち
ま
し
た
。

　

先
人
の
偉
業
が
こ
こ
に
甦
り
、
現

在
も
地
域
環
境
を
守
っ
て
い
ま
す
。

富
士
河
口
湖
町
西
湖
で
の
ク
ニ
マ
ス
発
見
の
報
道

市
が
ク
ニ
マ
ス
里
帰
り
実
現
へ
県
に
支
援
を
要
請

「
ク
ニ
マ
ス
里
帰
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
立
ち
上
げ

京
都
大
学
中
坊
教
授
お
よ
び
富
士
河
口
湖
町
訪
問

今
後
の
取
り
組
み
を
知
事
、
市
長
等
が
協
議

山
梨
県
が
検
討
し
て
い
る
ク
ニ
マ
ス
生
態
調
査
へ

の
協
力
と
調
査
内
容
に
つ
い
て
協
議

第
２
回
「
ク
ニ
マ
ス
里
帰
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
会
議

県
立
大
学
杉
山
客
員
教
授
が
ク
ニ
マ
ス
講
演
会

地
元
関
係
団
体
が
構
成
「
田
沢
湖
ク
ニ
マ
ス
会
議
」

発
足
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
と
の
連
携
を
検
討

富
士
河
口
湖
町
と
今
後
の
連
携
を
確
認

西
湖
漁
協
総
会
を
開
催
、
３
月
１
日
を
目
途
に
北

岸
沖
で
自
主
禁
漁
区
の
設
定
を
決
定

京
都
大
学
中
坊
教
授
ら
の
研
究
チ
ー
ム
が
西
湖
の

ク
ニ
マ
ス
を
「
純
粋
種
」
と
す
る
論
文
を
発
表

さ
か
な
ク
ン
講
演
会
を
開
催

２
月
４
日
か
ら
西
湖
で
の
予
備
調
査
で
ク
ニ
マ
ス

の
可
能
性
が
高
い
魚
９
匹
を
採
取

31
日
ク
ニ
マ
ス
の
捕
獲
調
査
を
実
施
。
ク
ニ
マ
ス

の
可
能
性
の
あ
る
生
き
た
魚
を
初
め
て
捕
獲

JA
秋
田
お
ば
こ
が
「
復
活
！
ク
ニ
マ
ス
里
帰
り
応

援
定
期
」
総
額
の
０
．
０
２
％
に
あ
た
る
35
万
円

を
市
に
寄
贈

富
士
河
口
湖
町
議
会
議
員
団
が
仙
北
市
を
訪
れ
、

両
市
町
議
会
の
密
接
な
連
携
の
意
見
交
換

第
３
回
「
ク
ニ
マ
ス
里
帰
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
会

議
。
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
意
見
交
換

大
曲
農
業
高
等
学
校
「
農
業
ク
ラ
ブ
」
が
研
究
し

て
い
る
「
石
灰
石
に
頼
ら
な
い
玉
川
強
酸
性
水
の

中
和
方
法
」
に
つ
い
て
、
市
が
意
見
交
換

「
ク
ニ
マ
ス
発
見
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催
。
中

坊
教
授
の
特
別
記
念
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

12
・
15

Ｈ
22

12
・
21

12
・
15

１
・
17

12
・
25
～

12
・
27

Ｈ
23

１
・
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２
・
12

２
・
12

２
・
14

２
・
20

２
・
22

３
・ 

５

３
・
30

４
・ 

１

５
・
24

５
・
25

６
・ 

１

６
・ 

８

７
・
30

ク
ニ
マ
ス
里
帰
り

　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
田
沢
湖
の
環
境
を
考
え
る

三之助翁を讃える記念碑

～
田
沢
湖
の
今
昔
②
～

水面に雲を映す田沢湖

参
考
文
献　

◇
ク
ニ
マ
ス
百
科
◇
淡
水
魚
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き
た
読
本
（
杉
山
秀
樹
著
）
◇
ふ
る

さ
と
博
物
誌
（
千
葉
治
平
著
）
◇
見
直
さ
れ
る
田
沢
湖
（
河
北
新
報
／
田
沢
湖
町
）



　
成
人
式
当
日
に
出
席
で
き
な
か
っ

た
方
の
成
人
証
書
を
、
生
涯
学
習
課

で
保
管
し
て
い
ま
す
の
で
、
９
月
30

日
（
期
日
厳
守
）
ま
で
受
け
取
り
に

来
て
く
だ
さ
い
。

　
受
取
場
所
・
問
合
せ
先
／

　
生
涯
学
習
課（
市
役
所
角
館
庁
舎
）

　
電
話
（
43
）
３
３
８
３

平
成
23
年
度
仙
北
市
成
人
式

新
成
人
が
誓
い
の
こ
と
ば

　

平
成
23
年
度
の
仙
北
市
成
人
式

が
、
８
月
15
日
に
仙
北
市
民
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
新
成
人
は
平
成
２
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
３
０
１
人
。
会
場
で
は

色
と
り
ど
り
の
ド
レ
ス
や
ス
ー
ツ
に

身
を
包
ん
だ
新
成
人
が
、
久
々
に
会

う
友
人
と
記
念
写
真
を
撮
る
姿
が
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し
竹
下

航
平
さ
ん
に
成
人
証
書
が
授
与
さ

れ
、
小
松
翔
さ
ん
、
本
田
翔
平
さ
ん
、

齋
藤
由
里
さ
ん
が
「
今
日
ま
で
支
え

て
く
れ
た
家
族
や
友
人
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
感
謝
し
た
い
」「
震
災
に
よ

る
被
害
が
大
き
か
っ
た
が
、
多
く
の

人
が
協
力
し
合
え
ば
乗
り
越
え
ら
れ

る
と
感
じ
た
」「
今
後
は
一
人
の
成

人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
市
の
発

展
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
、
誓

い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

成
人
証
書
の
保
管
に
つ
い
て

　

左上：司会を務めた浦山将さん

右：成人証書を受け取る竹下航
　　平さん

下：誓いのことばを述べる、左
　　から小松翔さん、本田翔平
　　さん、齋藤由里さん

地
域
の
話
題
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先
日
、
「
イ
エ
ス
マ
ン
」
と
い
う
ビ
デ

オ
を
見
ま
し
た
。
原
作
者
は
イ
ギ
リ
ス

の
ダ
ニ
ー
・
ウ
ォ
レ
ス
さ
ん
。
実
体
験

を
も
と
に
本
を
書
き
大
ヒ
ッ
ト
。
つ
い

に
は
映
画
化
さ
れ
、
こ
れ
ま
た
世
界
中

で
大
当
た
り
し
ま
し
た
。
日
本
で
も
話

題
に
な
っ
た
の
で
、
「
あ
あ
、
あ
れ
か
」

と
思
い
当
た
る
人
が
い
る
か
も
。

　

ほ
ん
の
少
し
あ
ら
す
じ
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
主
人
公
は
う
だ
つ
の
上
が
ら
な

い
銀
行
員
カ
ー
ル
。
否
定
的
な
性
格
が

災
い
し
て
か
、
恋
人
も
い
ま
せ
ん
。
仕

事
が
終
わ
っ
た
ら
真
っ
直
ぐ
家
に
帰
り
、

テ
レ
ビ
を
眺
め
る
ば
か
り
の
毎
日
で
す
。

見
か
ね
た
幼
な
じ
み
が
、
彼
を
あ
る
セ

ミ
ナ
ー
に
連
れ
込
み
ま
す
。
そ
こ
で
主

催
者
か
ら
「
全
て
を
受
け
入
れ
な
さ
い
。

君
が
今
か
ら
答
え
ら
れ
る
言
葉
は
〝
は

い
〟
し
か
あ
り
ま
せ
ん
」
と
強
要
さ
れ
、

気
が
弱
い
カ
ー
ル
は
思
わ
ず
「
は
い
」
。

と
こ
ろ
が
不
思
議
な
こ
と
に
、
「
は
い
」

と
答
え
る
習
慣
が
身
に
つ
い
た
ら
人
生

が
大
転
換
し
て
、
大
切
な
人
に
も
出
会

え
る
…
。
と
、
こ
ん
な
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。

  

映
画
で
は
、
職
場
の
上
司
か
ら
残
業
を

命
令
さ
れ
て
、
し
ぶ
し
ぶ
「
は
い
」
。
ま

あ
、
こ
れ
は
あ
る
と
し
て
も
、
車
の
セ
ー

ル
ス
マ
ン
に
一
声
か
け
ら
れ
て
新
車
を

購
入
し
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

寄
付
を
全
て
引
き
受
け
た
り
、
テ
レ
ビ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
見
る
た
び
に
商
品
を

購
入
し
た
り
、
か
な
り
設
定
に
無
理
が

あ
り
ま
す
。
た
だ
原
作
が
実
体
験
だ
と

い
う
こ
と
が
気
に
な
っ
て
、
少
し
調
べ

て
み
た
ら
、
ダ
ニ
ー
・
ウ
ォ
レ
ス
さ
ん

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
「〝
は

い
〟
と
言
い
始
め
て
か
ら
、
い
ろ
ん
な

素
晴
ら
し
い
出
来
事
が
起
こ
り
ま
し
た
。

普
段
や
ら
な
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
勇
気
も
わ
い
て
き
ま
し
た
。〝
は
い
〟

は
魔
法
の
言
葉
で
す
。
た
っ
た
ひ
と
つ

の
言
葉
が
、
私
の
人
生
を
変
え
て
し
ま
っ

た
ん
で
す
」

　

映
画
と
現
実
は
違
い
ま
す
。
全
て
に

「
は
い
」
は
か
な
り
危
険
な
行
為
で
す
。

で
も
、
ほ
ん
の
少
し
意
識
し
て
「
は
い
」

を
多
く
口
に
し
て
み
た
ら
、
あ
な
た
の

明
日
が
変
わ
る
か
も
…
。

「
は
い
」
は
魔
法
の
言
葉

仙
北
市
長

　
　
門
脇
　
光
浩
　

エンジョイ秋田

外で思いっきり楽しむ
　秋田県が行った夏休み期間の児童や生徒
の受け入れに応募した、福島県大玉村の児
童・生徒ら 28 人が、8 月 8 日から 13 日ま
で仙北市で過ごしました。
　この受入れプログラム「エンジョイ秋田」
では、午前は学習、午後は田沢湖湖水浴な
どの体験型プログラムを行い、屋外で思いっ
きり楽しんでもらおうと企画されました。

まちづくり
日記
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ナ
イ
ス
カ
ッ
プ

角
館
マ
ッ
ク
ス
優
勝
！

　
８
月
３
日
か
ら
６
日
ま
で
の
４
日

間
、こ
ま
ち
ス
タ
ジ
ア
ム
（
秋
田
市
）

で
開
催
さ
れ
た
ナ
イ
ス
カ
ッ
プ
第
42

回
秋
田
県
小
学
校
ク
ラ
ブ
野
球
大
会

兼
第
34
回
秋
田
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

大
会
で
、
角
館
小
学
校
ク
ラ
ブ
の
角

館
マ
ッ
ク
ス
が
見
事
初
優
勝
に
輝
き

ま
し
た
。

第
16
回
戸
沢
氏
祭

総
勢
２
０
０
人
が
お
家
行
列

　
８
月
17
日
、
桧
木
内
川
河
川
公
園

を
主
会
場
に
戸
沢
氏
祭
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
戸
沢
氏
と
家
臣
団
に
扮
し
た
お
家

行
列
一
行
は
、
真
山
寺
で
出
陣
式
を

行
い
出
発
。
門
屋
城
址
か
ら
は
領
民

に
扮
し
た
西
明
寺
中
学
生
な
ど
が
加

わ
り
、
総
勢
２
０
０
人
に
よ
る
時
代

絵
巻
を
展
開
し
主
会
場
ま
で
練
り
歩

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
主
会
場
で
は
、
子
ど
も
た

ち
の
魚
の
つ
か
み
捕
り
や
超
神
ネ
イ

ガ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
辺
り
が
暗
く
な
る
と
、
灯
籠
流

し
や
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
雨
降

る
夜
を
彩
り
ま
し
た
。

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

角
館
高
等
学
校
が
文
化
庁
長
官
賞
！

　
７
月
31
日
、
第
35
回
全
国
高
等
学

校
総
合
文
化
祭
が
岩
手
県
盛
岡
市
で

開
催
さ
れ
、
郷
土
芸
能
部
門
に
参
加

し
た
角
館
高
等
学
校
（
佐
藤
健
公
校

長
）
が
文
化
庁
長
官
賞
（
優
秀
賞
）

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
51
団
体
が
参
加
し
た
こ
の
文
化
祭

は
、
当
初
、
福
島
県
南
相
馬
市
で
の

開
催
を
予
定
。
震
災
の
影
響
で
一
時

は
中
止
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
全

国
か
ら
部
門
開
催
を
求
め
る
強
い
要

望
が
相
次
い
だ
た
め
、
岩
手
県
で
の

開
催
を
決
定
し
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
角
館
高
等
学
校
を
含
む
上
位
４
校

は
、
８
月
27
日
、
28
日
に
国
立
劇
場

で
の
第
22
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
優
秀
校
東
京
公
演
に
出
演
し
ま

し
た
。

大
仙
・
仙
北
・
美
郷
畜
産
共
進
会

７
頭
が
優
等
賞
受
賞

　
７
月
31
日
、
第
５
回
大
仙
・
仙
北
・

美
郷
畜
産
共
進
会
が
大
曲
家
畜
市
場

構
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
仙
北
市
か
ら
は
30
頭
羽
が
出
陳
さ

れ
、
肉
用
牛
の
部
で
西
木
の
田
口
春

美
さ
ん
宅
か
ら
出
陳
さ
れ
た
は
る
に

4

4

4

し
き
4

4

２
５
７
号
、
角
館
の
下
田
和
世

さ
ん
宅
は
く
ご
う

4

4

4

4

２
４
８
号
、
角
館

の
菅
原
孝
作
さ
ん
宅
、
千
葉
公
夫
さ

ん
宅
、
高
橋
芳
弘
さ
ん
宅
か
ら
出
陳

さ
れ
た
繁
殖
雌
牛
群
が
そ
れ
ぞ
れ
優

等
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
総

合
で
は
角
館
町
が
惜
し
く
も
準
優
勝

と
な
り
ま
し
た
（
旧
市
町
村
単
位
）。

　
肥
育
牛
の
部
で
は
、
西
木
の
伊
藤

則
夫
さ
ん
宅
の
第
40
漆
原
号
が
優
等

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
自
転
車
競
技
（
ロ
ー
ド
）

田
沢
湖
畔
で
高
校
生
の
熱
き
戦
い

　
８
月
12
日
、
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
（
通
称
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

の
自
転
車
競
技
大
会
が
行
わ
れ
、
各

都
道
府
県
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
選
手

が
田
沢
湖
周
回
特
設
ロ
ー
ド
コ
ー
ス

で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
選
手
は
湖
畔
の
春
山
か
ら
ス
タ
ー

ト
。
田
沢
湖
を
４
周
し
た
後
、
ゴ
ー

ル
の
た
ざ
わ
湖
ス
キ
ー
場
を
め
ざ

し
、
順
位
を
競
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
選
手
へ
の
ご
声
援
、
交
通

規
制
へ
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
6
回
健
康
づ
く
り
親
睦
交
流

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
こ
の
た
び
、
仙
北
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
（
藤
原
剛
会
長
）
主
催
の
健

康
づ
く
り
親
睦
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
が
、
花
葉
館
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
を
会
場
に
行
わ
れ
、

１
６
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
参
加
者

は
元
気
に
プ
レ
ー
し
、
男
子
の
部
で

大
波
富
士
男
さ
ん
、
女
子
の
部
で
大

波
清
子
さ
ん
が
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

第
42
回
生
保
内
節
盆
踊
り

優
雅
に
踊
り
の
輪
を
広
げ
る

　
恒
例
の
生
保
内
節
盆
踊
り
が
、
８

月
20
日
、
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎
駐
車

場
で
開
催
さ
れ
、
約
８
０
０
人
が
会

場
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
盆
踊
り
は
、
東
日
本
大
震

災
で
犠
牲
に
な
っ
た
方
々
へ
黙
と
う

を
捧
げ
、
東
北
が
元
気
に
な
っ
て
も

ら
お
う
と
の
願
い
を
込
め
て
始
ま
り

ま
し
た
。
生
保
内
幼
稚
園
・
保
育
園

職
員
の
「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」
で

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た
後
、
お
囃

子
の
生
演
奏
に
合
わ
せ
て
大
人
か
ら

子
ど
も
ま
で
総
勢
３
０
０
人
を
越
え

る
参
加
者
が
、
踊
り
の
輪
を
二
重
、

三
重
に
し
て
踊
り
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　
休
憩
の
合
間
に
は
雫
石
高
校
郷
土

芸
能
委
員
会
の
皆
さ
ん
が
「
よ
し
ゃ

れ
」「
さ
ん
さ
踊
り
」
な
ど
見
事
な

踊
り
を
披
露
し
、
観
客
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。 　大波富士男さん（写真右）、大波清子

さんはなんとご夫婦での優勝でした。

　１回戦から準決勝までは相手チームに先制される
苦しい展開でしたが、持ち前の粘り強さで逆転勝利
を重ね決勝へ駒を進めました。
　決勝は旭川小学校との対戦。初回から小刻みに得
点を重ねた角館が６対２で勝利し、見事優勝！

写真：①真山寺での小山田ささらの舞い　
②門屋城址で舞う西根ささら　③超神ネイ
ガーショー　④和楽器兄弟ユニット「安藤
兄弟」による演奏　⑤魚のつかみ捕り　⑥
中学生による劇「北斗星と夜叉：2011」

①

②

③④

⑤⑥
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市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　仙北市では、自宅で高齢者を介護している家族に対

し、経済的負担の軽減を図り、在宅生活の継続・向上

を目的として家族介護慰労事業を行っています。

●支給対象者／市民税非課税世帯で介護認定が要介護

　4または要介護5と認定（第2号被保険者を含む）され、

　1 年間介護サービスを利用していない高齢者を自宅

　で介護している家族

　＊要介護 4、5 と認定された月の翌月から、1 年間介

　護サービスを利用していない方 ( 年間 1 週間ほどの

　短期入所を除く )。

　＊入院していた場合は、対象となりません。

●支給額／年額 10 万円

　＊ 2 人以上の高齢者を介護している場合も同額

●申請方法／各地域センター・出張所・包括支援セン

　ターへ申請してください。

●申請される方／次の 3 枚を揃えて申請してください。

　○家族介護慰労金申請書（各窓口にあります）

　○世帯全員の市民税非課税証明書（発行手数料は無料）

　○介護被保険者証の写し

●問合せ／仙北市包括支援センター　 43-2283

自 宅での介護を支援します
仙北市家族介護慰労事業

　現在国保に加入されている皆さんには、平成 23 年

10月1日から使用する新しい被保険者証を9月下旬頃、

郵送します。

　被保険者証は、皆さんが保険医療機関等で受診する

ときに国保の加入者であることを確認できる唯一の証

明書です。新しい保険証が届いたら次のことを必ず守

るようにしてください。

①現在入院中あるいは通院中の方は、平成 23 年 10 月

　1 日から新しい被保険者証を必ず保険医療機関等の

　窓口へ掲示してください。

② 70 歳以上の方は、別途負担割合を表す証として「国

　民健康保険高齢受給者証」を交付していますので、

　被保険者証と一緒に保険医療機関等の窓口へ掲示し

　てください。

③月のはじめには必ず被保険者証を保険医療機関等の

　窓口へ掲示してください。　

　

　　　　　　　　　　　

●問合せ／市民課　国保年金係　 43-3307

国 保の窓口からお願い
国民健康保険被保険者証の

更新について

＊社会保険に加入しても国保の資格は自動的に喪

　失されることはありません。

　新しい保険証を持っているのに今回保険証が届

　いた人は市役所での手続きが必要です。

　下記日程で漏水調査を行います。調査員が訪問し宅

地内に立ち入りますので、ご迷惑をおかけしますがご

協力お願いします。

●調査期間／ 9月13 日（火）から 10 月 28 日（金）まで

　（9：00 ～ 16：00）

　＊日中の交通車両の往来に伴い、交通事故防止と騒

　音を避けるため夜間に公道路面の調査を実施する場

　合があります。

●問合せ／企業局工務課　 54-2388

水 道漏水調査
角館上水道区域で実施します

　電気自動車の実証実験で使用している、電気自動車

用充電器を一般開放します。

　無料で使用できますが、実験器具なので上手く作動

しない場合があります。

　平成 24 年 3 月 31 日まで解放の予定です。

　充電器の予約は受け付けません。

【設置箇所】　①設置内容　②使用可能時間（いずれの施

設も休日はありません）　③使用するには　④その他

◆田沢湖共栄パレス…①普通充電器 1 台 2 口・中速充電

　器 1 台 1 口　② 8：30 ～ 16：30　③売店まで　④

　冬期（11 月 21 日～）は 9：00 ～ 16：00

◆鶴の湯温泉…①普通充電器 1 台 2 口　② 10：00 ～

　15：00　③フロントまで　④宿泊者優先。宿泊者の

　使用時間は別途対応。

◆仙北市役所角館庁舎…①普通充電器1台2口・中速充電

　器1台1口　② 8：30 ～ 17：15　③地域センターまで

◆仙北市役所西木庁舎…①普通充電器1台1口　② 8：30

　～17：15　③地域センターまで

●問合せ／政策推進課　 43-1241

電 気自動車用充電器　
一般開放します

市役所からの
お知らせ

交通規制案内

御座石神社
田沢湖
オートキャンプ場

市営田沢湖
キャンプ場

県民の森

ホテルタザワ

たつこ像

田沢湖駅

田子ノ木
大沢

潟尻

相内潟

至鹿角市

至水沢温泉郷

高野

石神

春山

至盛岡市

至秋田市・大仙市

車両

車両

マラソン特設
会場（ゴール）

　フルマラソンコース

　車両通行止区間
　　　9：20 ～ 10：10

　　　春山～県民の森間
　　　9：20 ～ 10：20

　車両片側通行区間
　　　7：00 ～ 9：20 の間
　　　　　　方向時計回りの
　　　通行となります。

※湖畔周回道路は 10：00 ～ 15：00 の間、  方向片側通

　行となります。湖畔以外は 10：00 ～ 12：45 の間、ランナー

　の通過時間により時間帯片側通行となります。

無料駐車場・無料送迎バス運行の
お知らせ

　田沢湖マラソン当日は、車の混雑が予想されます。ま

た、マラソン会場周辺の駐車場にも限りがありますので、

会場まで自家用車の利用を予定されている方は、ぜひホ

テルタザワの無料駐車場をご利用いただきますようお願

いします。

　ホテルタザワからは、会場まで無料送迎バスがご利用

できます。

※ホテルタザワでは、手荷物預かり、入浴サービスが有

　料でご利用できます。

●ホテルタザワから…
　ホテルタザワ駐車場　7：00 から随時

　田沢湖畔

●お帰りは…

　　公園入口バス停（田沢湖ロッジ前駐車場）か

　ら 11：00 ～ 17：00 の間、30 分毎に無料バス

　を運行します

●問合せ／田沢湖マラソン事務局

　 43-1116　FAX 43-1290

　第 26 回田沢湖マラソンが、9 月 18 日（日）に開催

され、フルマラソン、20km マラソン、10km マラソ

ン、ペアマラソン（3.0km）の 4 種目で競い合われます。

全種目午前 10 時一斉スタート。沿道の皆さん、当日は

ランナーへの声援をお願いします。

　また、当日は下記のとおり交通規制が行われます。ご

迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

田沢湖マラソン
平成23年9月18日（日）開催

26
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　仙北市包括支援センターでは、高齢者

の方々が住み慣れた地域で元気に日常生

活を営むためのお手伝いをさせていただ

いています。

　今回は、長く楽に歩くことができるよ

う、転ばない足腰づくりをするための若

返り教室を開催することにしました。

　足腰にもっと自信を持ちたいけれど、

激しい運動は向いていないと考えている

方。足の手入れから始めてみませんか。

　たくさんの方々の参加をお待ちしてい

ます。

●期日／ 9 月 6 日（火）、14 日（水）、

　22日（木）、28日（水）、10月5日（水）、

　12 日（水）、19 日（水）

　＊毎回参加できなくても大丈夫です。

●時間／ 10：00 ～ 11：30

●対象／ 65 歳以上の方で要支援・要介

　護認定を受けていない方

●会場／ 1 回目：角館交流センター

　2 ～ 7 回目：健康管理センター

●内容／自分でできる足のマッサージ、

　手入れ

●講師／

　1 回目、7 回目：渡辺ユミ子氏（秋田市）

　1 ～ 7 回目：進藤ミツホ氏（田沢湖）

●準備するもの／タオル、バスタオル、

　水分補給のための水かお茶

●申込締切／平成 23 年 9 月 5 日（月）

●申込・問合せ／仙北市包括支援センター

　 43-2283　

介護予防教室
「若返り教室」のお知らせ

1

●日程／ 27 日（火）

●時間・場所／

　9：40 ～ 12：40　角館南高等学校

　14：00 ～ 16：00　角館総合病院

●問合せ／仙北市保健課

　 55-1112

9月献血の日程 2

●特定健康診査　●一般健診　●後期高齢者健診　●大腸がん検診

●前立腺がん検診　●肝炎ウィルス検診　●生活機能評価　●結核検診

●肺がん検診（胸部総合健診レントゲン撮影）　

平成23年度　健（検）診日程

地区 日
健（検）診

会場

対象地区 対象地区

受付時間
13：00 ～ 14：00

受付時間
14：30 ～ 15：30

田
沢
湖

9 月 1 日

（木）

生保内市民

体育館

春山、造道、田子ノ木、
大沢

中生保内（上・下）、
山居１・２

9 月 2 日

（金）

宿北・南、野中団地、
沼田

久保、手倉野、相内端

9 月 5 日

（月）

野村、田向、赤石、堂
田

四十程、船場、刺巻、
明平

9 月 6 日

（火）

男坂上１・２、浮世坂
団地、横町

男坂下１・２・３、駅
前

西
木

9 月 7 日

（水）

旧上桧木内

小学校体育館

戸沢、鳥屋森、坂本、
桁沢、浦子内上

中泊・寺村、比内沢、
宮田、堀内、三共

9 月 8 日

（木）
桧木内小学校

体育館

木田・相沢、下田、大
台野、大台野開

松 葉（ 上・ 中・ 下 ）、
橋掛通り、高屋、畑中、
山口（一・二・三）

9 月 9 日

（金）

上中里、中里、小滝、
相内潟、相内

吉田、小波内、長戸呂
（上・下）、久保

9 月 12 日

（月）

西木保健

センター

六本杉（上、下）、中組、
西野、寺村

下橋元、古堀田、小白
川、袖野

9 月 13 日

（火）

山崎、小渕野、宮田（上・
下）、後川、落合

西荒井（上・下）、ニュー
タウン塚野腰

9 月 14 日

（水）

潟尻、潟野、十二峠、
佐曽田、八津、小山寺、
鎌足

小原木、堂村、荒町（上、
中、下）

9 月 15 日

（木）

林崎、小沢口、堀之内、
石川原、高野、外谷地

上門屋（上、下）、屋
敷田、道目木、漆原、
入江

＊指定日に都合の悪い方は、ほかの地区の検診日に受けられます。

3

●骨粗しょう症検診

地区 日
健（検）診

会場

対象地区 対象地区

受付時間
13：00 ～ 14：00

受付時間
14：30 ～ 15：30

田
沢
湖

9 月 6 日

（火）

生保内市民

体育館
生保内・田沢全域

西
木

9 月 15 日

（木）

西木保健

センター
西木全域

●問合せ／仙北市保健課　　 55-1112
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国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
す
べ
て
が
加
入
す

る
制
度
で
す
。

　
届
出
を
忘
れ
る
と
、
将
来
受
け
取
る
老
齢

基
礎
年
金
の
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、

受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
不
意
の
事
故
や
病
気
で
障
害
が
残
っ
た

り
、
万
一
、
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
に
は
、
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ

な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
お
住
ま
い
の
市

区
町
村
役
場
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。
届
出

を
忘
れ
ず
に
行
っ
て
、
あ
な
た
の
大
切
な
年

金
の
権
利
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

20
歳
に
な
っ
た
と
き

　
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
な

い
方
が
、
20
歳
に
な
っ
た
と
き
は
、
国
民
年

金
の
第
１
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
の
で
、

市
区
町
村
役
場
に
「
国
民
年
金
被
保
険
者
資

格
取
得
届
」
を
提
出
し
ま
す
。

会
社
を
退
職
し
た
と
き

　
会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
て
、
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
国
民
年

金
の
第
２
号
被
保
険
者
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
第
２
号
被
保
険
者
の
方
が
60
歳
に
な
る
前

に
、
会
社
な
ど
を
退
職
し
た
と
き
は
、
国
民

年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
の

で
、
市
区
町
村
役
場
に
「
国
民
年
金
被
保
険

者
種
別
変
更
届
」
を
提
出
し
ま
す
。

被
扶
養
配
偶
者
の
方
の
収
入
が
増
え
た

と
き

　
会
社
な
ど
に
勤
め
て
、
厚
生
年
金
や
共
済

組
合
に
加
入
し
て
い
る
方
の
被
扶
養
配
偶
者

の
方
（
20
歳
以
上
60
未
満
の
方
に
限
り
ま
す
）

は
、
国
民
年
金
の
第
３
号
被
保
険
者
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
第
３
号
被
保
険
者
の
方
の
パ
ー
ト
収
入
な

ど
が
１
３
０
万
円
以
上
に
な
っ
た
と
き
は
、

被
扶
養
配
偶
者
で
な
く
な
り
、
第
１
号
被
保

険
者
に
な
り
ま
す
の
で
、
市
区
町
村
役
場
に

「
国
民
年
金
被
保
険
者
種
別
変
更
届
」
を
提

出
し
ま
す
。

被
扶
養
配
偶
者
の
配
偶
者
が
退
職
し
た

と
き

　
配
偶
者
の
方
が
退
職
し
て
、
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
の
加
入
者
で
な
く
な
る
と
、
そ
れ

ま
で
国
民
年
金
の
第
３
号
被
保
険
者
だ
っ
た

方
は
、
被
扶
養
配
偶
者
で
な
く
な
り
、
第
１

号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
の
で
、
市
区
町
村

役
場
に
「
国
民
年
金
被
保
険
者
種
別
変
更
届
」

を
提
出
し
ま
す
。

※
第
３
号
被
保
険
者
の
方
が
離
婚
し
た
と
き

に
も
、
第
１
号
被
保
険
者
に
な
る
た
め
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。

※
老
齢
厚
生
年
金
等
を
受
け
る
権
利
を
も
っ

て
い
る
配
偶
者
の
方
が
65
歳
に
な
っ
て
第
２

号
被
保
険
者
で
な
く
な
っ
た
と
き
も
、
そ
れ

ま
で
第
３
号
被
保
険
者
だ
っ
た
方
は
、
第
１

号
被
保
険
者
に
な
る
た
め
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。

免
除
制
度
な
ど
を
ご
利
用
し
て
く
だ
さ

い　
平
成
23
年
度
の
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保

険
者
の
保
険
料
は
、
月
額
１
万
５
０
２
０
円

で
す
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経

済
的
に
困
難
な
と
き
に
は
、
免
除
制
度
や
学

生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
、
市
区
町
村
役
場

ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
の
申
請
手
続
き
に

よ
っ
て
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
た
り

猶
予
さ
れ
た
り
し
て
、
保
険
料
の
未
納
を
防

止
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
相
談
先
は

　
詳
細
は
、
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
役
場
、

年
金
事
務
所
ま
た
は
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

（
０
０
５
７
０
―
05
―
１
１
６
５
・
一
般
の
固

定
電
話
で
は
、
市
内
通
話
料
金
で
ご
利
用
で

き
ま
す
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
携
帯
電
話
で
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
を

ご
利
用
さ
れ
る
と
、
通
話
料
は
全
額
お
客
様

の
ご
負
担
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
届
出
・
手
続
き
を

必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い

国民年金だより

国民
年金

●国民年金に加入するとき、加入者の種別が変わるとき

事項 国民年金の種別

20 歳になったとき 年金未加入→第 1 号被保険者

会社を退職したとき 第 2 号被保険者→第 1 号被保険者

第 3 号被保険者のパート収入

が増えたとき、配偶者が退職し

たとき、離婚したとき

第 3 号被保険者→第 1 号被保険者
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子
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　市内5カ所の保育園に子育て支援センターがありま

す。子育て支援センターは、地域全体で子育てを支援す

る基盤づくりのため、次のような活動を行っています。

【育児不安等についての相談指導】

　お子さんの発達や子育てに関する不安や悩みに関し

て相談を受け付けています。一人で悩まず、小さなこと

でもお気軽にご相談ください。

【電話や来園は月～金曜日の9：00～17：00。手紙・FAX

等はいつでも】

【子育てサークル等への支援】

　子育てサークルやボランティアの皆さんに活動の場

を提供したり、活動の支援をしたりします。興味のある

方はぜひご連絡ください。【集いの広場の開設】

　子育て中の親子同士が気軽に交流できる場として広

場を開いています。保育園に入園していないお子さん

と、お母さん、お父さん、おばあちゃん、おじいちゃんな

どどなたでも参加できます。
　準備の都合上、参加される方は前日まで各保育園へご

連絡ください。

※持ち物等は各保育園にご確認ください。

日 健診名 対象者 場所
2日（金）3歳児 H20 年 2 月生

健康管理センター

（角館）

15日（木）2歳児歯科 H21 年 2 月生
16日（金）1歳6カ月児 H22 年 2 月生
30 日（金）4カ月児 H23 年 5 月生
30 日（金）10カ月児 H22 年 11 月生

日 時間 相談名 対象者 場所

6日
（火）

午前 7カ月児 H23 年 2 月生 健康管理センター

（角館）午後 12カ月児 H22 年 9 月生

日 受付時間 場所
5日（月）

13：00 ～ 13：30 健康管理センター（角館）
13日（火）
20日（火）
26日（月）

日 種類 場所
12 日（月）三種混合・BCG 西木保健センター
20日（火）三種混合・BCG 田沢湖健康増進センター
21日（水）三種混合・BCG 健康管理センター（角館）

乳幼児健診

乳児相談

母子手帳交付

予防接種

9月の健康カレンダー

【問合せ】仙北市保健課　　 55-1112

　子ども同士のふれあいやお母さん方の交流のた

め、健康管理センターのホールを開放します。

　お子さんを自由に遊ばせる広場としてお使いく

ださい。

●日時／ 12日（月）、26日（月）　9：30 ～ 11：30

【問合せ】仙北市保健課　  55-1112

9月　おやこ交流広場

だしっこルーム（生保内保育園内）

43-1025　FAX 43-3256

　7 日（水）／体を動かしてあそぼう

14 日（水）／水族館GAO出前授業に参加しよう

21 日（水）／ 9 月生まれのお誕生会

　　　　　　　粘土であそぼう

28 日（水）／一緒にお散歩に出かけよう

　　　　　　　身体測定

時間／ 9：30 ～ 11：30 なかよしルーム（にこにこ保育園内）
47-2525　FAX 47-2323

14 日（水）／健康チェック（保健師さんが来園
　　　　　　　します）
21 日（水）／園庭であそぼう
28 日（水）／栄養士のお話（おやつを作って食
　　　　　　　べよう）

時間／ 9：30 ～ 11：30

いちごルーム（角館保育園内）

53-2918　FAX 53-2919

14 日（水）／体を動かして元気にあそぼう

28 日（水）／体を動かして元気にあそぼう

☆角館児童館（旧角館保育園）で開催

時間／ 10：00 ～ 11：00

9

子育て支援センター情報

わかばルーム（神代保育園内）

44-2502　FAX 44-2931

　6 日（火）／体を動かしてあそぼう・身体測定

20 日（火）／保健師さんと語ろう！

27 日（火）／遠足に行こう（生保内公園）

時間／ 9：30 ～ 11：30

「わいわい広場」

22 日（木）／戸外であそぼう！・栄養士さんの

お話を聞こう（おやつの与え方について）・身体

測定

「赤ちゃん広場（0 ～ 1 歳児）」

17 日（土）／運動がんばるぞ！

神代こども園運動会　9：00 ～ 12：00

さくらんぼルーム（ひのきない保育園内）

48-2345　FAX 48-2525

　1 日（木）／園庭であそぼう・身体測定

　8 日（木）／旭日神社に散歩に行こう！

15 日（木）／食育のすすめ

時間／ 9：30 ～ 11：20

☆ 10 月 1 日（土）運動会

　ぜひ参加してくださいね♪

●大腸がん検診をまだ受けていない方

　症状のない健康なときにこそ、検診を受けましょう！

　大腸がん検診の研究（比較試験）に参加しながら検診を受けると、

　大腸がん検診の費用は無料になります！

●既に大腸がん検診の研究（比較試験）に参加くださっている方

　「今年はまだ…」の方！今年も是非とも大腸がん検診を受診しましょう。

　2 日分の便と一緒に「健康状態に関するアンケート」もご持参ください。

9 月の検診日程 受付時間 検診会場

1 日（木）、2 日（金）、

5 日（月）、6 日（火） 12：30

～

15：30

生保内市民体育館

7 日（水） 旧上桧木内小学校体育館

8 日（木）、9 日（金） 桧木内小学校体育館

12 日（月）、13 日（火）、
14 日（水）、15 日（木）

西木保健センター

＊ 9 月 13 日は午後 7 時まで受付けます。

9月の大腸がん検診は、下記の日程で受付けます。

お手元に届いている便検査キットを使って、2日分の便を持参し、

是非、検診を受けましょう！

ご質問・お問い合わせは、

「仙北市健康管理センター」まで

55-1112　

月曜日～金曜日　9：00 ～ 17：00

（祝日・年末年始を除く）

大腸がん撲滅キャンペーン
（9月の大腸がん検診）

スライムをつくってあそびました♪



【単行本】

「日本海軍 400 時間の証言」NHK スペシャル取材班

／「血族の王」岩瀬達哉／「四龍海城」乾ルカ／「蠅

の帝国」帚木蓬生／「ポニーテール」重松清／「百年

の品格」山口由美／「宮澤賢治」重松清・澤口たまみ・

小松健一／「形態の生命誌」長沼毅／「マザーズ」金

原ひとみ／「馬たちよ、それでも光は無垢で」古川日

出男／「東大生が教える ぐんぐん「伸びる子」を育む

ノート術」高濱正伸／「黄泉から来た女」内田康夫／「や

なりいなり」畠中恵／「やなりいなり [ 限定版 ]」畠

中恵／「競売ナンバー 49 の叫び」トマス・ピンチョ

ン（著）・佐藤良明（訳）／「逸見小学校」庄野潤三

【新書】

「新・堕落論」石原慎太郎／「「おひとりさま」の家づ

くり」天野彰／「ディズニーランドの秘密」有馬哲夫

／「都市住民のための防災読本」渡辺実

　新潮社から寄贈された図書を紹介します。

●新潮社文庫新刊も多数寄贈されています。このほか

たくさんの新着図書が入ってきています。

新着図書

学習資料館

Books

文
化
情
報
は
っ
し
ん

　仙北市文化祭（角館地区）が、10 月 22 日（土）

から 23 日（日）に角館交流センターで開催されます。

　サークル活動等の展示作品を募集しています。なお、

会場のレイアウトの関係がありますので、9 月 13 日

で締め切らせていただきます。

　詳細は、角館公民館へお問い合わせください。

【問合せ】角館公民館　 54-1110

仙北市文化祭（角館地区）に展示す

る作品を募集します

角館公民館

Information

「名僧のことば事典」吉川弘文館／「誰もが書かなかっ

た日本の戦争」田原総一郎／「池田重子コレクション

帯留Ⅱ」池田重子／「それでも僕は「現場」に行く」

野口健／「塩分・脂肪・糖分ランキング」エクスナレッ

ジ／「ローズティーの香りにのせて」堀内恵／「お江

戸の結婚」菊地ひと美／「女猟師」田中康弘／「日本

中枢の崩壊」古賀茂明／「美しい季語の花」金子兜太

／「昭和史裁判」半藤一利・加藤陽子／「しあわせ節電」

鈴木孝夫／「介護退職」楡周平／「たったこれだけの

家族」河野裕子／「死ぬ気まんまん」佐野洋子／「忍

者サノスケじいさん　わくわく旅日記」＊こんどの旅

は秋田県

新着図書

田沢湖図書館

Books

●田沢湖図書館／ 5 日、12 日、19 日、20 日、22 日、

　23 日、26 日

　＊ 22 日は、生保内節全国大会の審査会場となるた

　め、　臨時休館します。

●学習資料館／ 5 日、12 日、19 日、20 日、23 日、

　26 日、30 日（月末整理休館日）

●イベント交流館／ 5 日、12 日、20 日、26 日～ 30

　日（展示替休館）　

9月の休館日のお知らせ

田沢湖図書館・学習資料館・イベント交流館

Information

　今、あなたは世の中の
　　　　　どんなことに注目していますか

　話題の政治家・アスリー

ト。その原動力は、前へ進

む姿勢とは。参考になりま

すか？

【問合せ】田沢湖図書館　

43-1307

９月のおすすめ

田沢湖図書館

Books

　「映画・ドラマになった小説たち」

～あなたの記憶に、心に、残るワンシーン～

9月のミニテーマ展示

　2 台のキャラバンカーで全

国をまわり、本のおもしろ

さ、素晴らしさを伝えてい

る「本とあそぼう　全国訪

問おはなし隊」（主催・講談社）が、7 月 9 日（土）

仙北市総合情報センター・学習資料館を訪れました。

一昨年の 7 月に続いて 6 回目の訪問となります。

　当日はあいにくの雨でしたが、集まった 50 人あま

りの親子は、キャラバンカーに搭載された 550 冊の

絵本を手にとって読んでいました。

　その後「おはなし隊」やボランティアの皆さんによ

る、絵本や紙芝居の読み聞かせを楽しみました。

仙北市へやってきました

本とあそぼう　全国訪問おはなし隊

Topics

　8 月 7 日（日）、新潮社記念文学館で展示解説が行

われました。秋田県埋蔵文化財センターの谷地先生よ

り、現在開催中の「田沢湖畔の縄文文化展」を楽しく

わかりやすく解説していただきました。黒曜石の矢尻

や、実際に出土した石器に触って、参加者の皆さんは

ぐっと縄文時代が身近になったようでした。

たのしく縄文時代を実感！

新潮社記念文学館

Topics

　被災地からの出場者

も、おなじみ地元の出場

者も、皆さんの声援が励

みになります。ぜひ、お

誘い合わせてのご来場を

お待ちしています。

●開催日／ 9 月 22 日

（木）、23 日（金）

●会場／仙北市民会館

●入場料／無料

【問合せ】仙北市民会館

　 43-1307

がんばろう！東北

「第26回生保内節全国大会」開催

仙北市民会館

Information

ＦＡＸ

　9 月８日（木）角館のお祭り・佐竹北家上覧時にお

やま囃子コンクールが開催されます。

　各丁内の山車が一堂に会する数少ない機会ですの

で、ぜひ見学にいらしてください。

●日時／ 9 月 8 日（木）10：00 頃～ 17：00 頃

●佐竹北家上覧場所／旧石黒（恵）家

●表彰式／ 9 月 9 日（金）正午から

　仙北市役所角館庁舎前

【問合せ】仙北市文化財課　 43-3384

おやま囃子コンクールを開催します

文化財課

Information

　角館のささら舞が、8 月 15 日に白岩雲巖寺、角館

樺細工伝承館、立町ポケットパークで行われました。

　会場では、白岩ささら、堂野

口ささら、広久内ささらによる

勇壮な舞が披露され、訪れた観

衆を魅了しました。

　また、立町ポケットパークで

は、角館地域婦人連合会や角館

小学校の皆さんなどによる「踊

りパレード」も披露されました。

先祖供養・五穀豊穣を願い、舞を披露

角館のささら舞

Topics
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イベント

講座・講習

神代地区
チャリティー敬老会

●日時／ 9 月 19 日（月・敬老の日）

10：30 ～　●会場／神代市民体育館　

●会費（チケット）／予約売り：800

円（弁当・お茶付）　当日売り：500 円

（弁当なし）　●内容／神代こども園、神

代中学校吹奏楽部、民謡日本一・熊谷信

子さん、高橋キヌ子社中、元わらび員・

菊地正平さん　ほか出演　●主催・問合

せ／神代地区敬老会実行委員会　委員長

藤原貫一　 44-3175

無料セミナーのご案内

　市内の会社で働いている方と転職や再

就職等を希望している 60 歳未満の方を

対象に、セミナーを開催します。雇用保

険受給者の方は、求職活動の実績として

カウントできますので、ぜひご参加くだ

さい。なお、応募の状況等により早期に

締め切る場合がありますので、ご留意く

ださい。

●求職者向け

『第 4 回パソコン入門コースセミナー』

　職場で求められるパソコン操作の基礎

について学べます。

【機器の名称、キーボード操作、ファイ

ルの保存・コピー、文字やページ設定、

イラスト・図の挿入、表・グラフの作成等】

●開催日／ 9 月 21 日（水）、22 日（木）、

28 日（ 水 ）、29 日（ 木 ）　 ● 時 間 ／

10：00 ～ 15：00　●場所／仙北市

総合情報センター　●定員／ 10 人　●

申込期限／ 9 月 12 日（月）　

『第1回まごころ料理創作セミナー』

　食の商品開発やプロデュースなど、

フードコーディネートに必要な知識と技

術の基礎を学べます。

【フードコーディネーター入門にあたる

知識や技術の習得、地元の食材を使った

創作料理実習等】

●開催日／ 11 月 14 日（月）、15 日

（火）、16 日（水）、18 日（金）　●時

間／ 10：00 ～ 15：00　●場所／田

沢湖健康増進センター（田沢湖病院隣り）

●定員／ 5 人●申込期限／ 10 月 31 日

（月）　

＊各セミナーとも、応募多数の場合は選

考となります。

＊セミナーの詳細は、ハローワーク角

館に設置している案内チラシや協議会

ホームページをご覧ください。　●問

合せ／仙北市雇用創造推進協議会（商

工課　緊急雇用対策室内）佐藤　

55-4858　FAX 54-4102　　URL：

http://koyou-semboku.jp/

市民登山のお知らせ

●期日／ 10 月 2 日（日）　●山域／八

塩山（713.4 ｍ　矢島・大琴）：小雨決

行　●集合場所／仙北市健康管理セン

ター駐車場（角館町中管沢 77-28）　

●集合時間／ 6：00（出発 6：30）　

●定員／ 30 人　●参加費／ 2,000 円

●締切／ 9 月 21 日（水）　●申込先／

角館公民館　 54-1110　●携行品

／昼食・おやつ・飲み物等のほか、雨具

や重ね着のできる衣類等をお持ちくださ

い。　●問合せ／角館山岳会事務局　

54-3233

生保内地域運営体
駒ケ岳登山

　生保内地域の交流親睦を図り、駒ケ岳

登山を計画しました。この機会に故郷の

自然に親しんでは。脚に自信のある生保

内地区の方はふるってご参加ください。

●期日／ 9 月 11 日（日）（雨天中止）

●参加料／無料（バス代は自己負担・田

沢湖駅から片道 1,000 円）　●交通／羽

後交通定期バス駒ケ岳線　行き（田沢湖

駅 8：15 発）　帰り（八合目 14：05 発）

●携行物／昼食、飲物、雨具等登山に適

した服装　●申込締切／ 9 月 1 日まで

各町内会長まで、住所・氏名等をお届け

ください。　●問合せ／仙北市役所田沢

湖地域センター　 43-1115

仙北市制 6 周年記念事業

「おもひでぽろぽろ」公演
仙北市民割引

　市制 6 周年を記念し、「おもひでぽろ

ぽろ」公演の観劇料の仙北市民割引を実

施します。

●日程／ 9 月 20（火）13：45 開演

（13：00 開場）　●料金／仙北市民特別

料金 2,000 円　＊一般、中学生以下も

同じ料金　●申込・問合せ／たざわこ芸

術村　予約センター　 44-3939　

＊予約時に「仙北市民です」とお申し出

ください。

第 13 回
田沢湖ツーデーマーチ

　田沢湖を舞台にして歩く祭典「第 13

回田沢湖ツーデーマーチ」を開催します。

　今年は、未就学のお子さんと一緒になっ

て歩くコースも新設しました。清秋の爽

やかなひとときを歩いてみませんか。

●日時／ 10 月 1 日（土）、2 日（日）

雨天決行　●会場／田沢湖レストハウス

広場　●内容・コース／（1 日目 40 ㎞・

22 ㎞・12 ㎞・5 ㎞）（ 2 日目 30 ㎞・

20 ㎞・10 ㎞・5 ㎞・1.8 ㎞未就学児

童とその保護者限定）＊各コースにより

出発時間、歩くコースは異なります。　

●参加料／一般 1,000 円（9/7 まで申

込の方は 500 円）＊高校生以下・1.8km

参加者は無料　●申込み／各地域セン

ター、各観光協会にある参加案内書に記

入し、参加料を添えてお申し込みくださ

い。　●問合せ／実行委員会事務局（田

沢湖観光協会内）　 58-0063

仙北市障がい者ふれあい
芸能文化発表会

●日時／ 10 月 1 日（土）10：00 ～

14：00　●場所／角館交流センター　

●内容／春風亭柳桜さん講演会・ステー

ジ発表・作品展示　＊入場無料

募集！　障がい者の皆さん

　この発表会への参加をお待ちしていま

す。披露したいものなら何でも OK です。

●ステージ発表／合唱・演奏・伝統芸能

ほか　●展示作品／絵画・書道・写真・

俳句　ほか　●応募締切／ 9 月 16 日

（金）　●応募先・問合せ／実行委員会事

務局　指定障がい福祉サービス事業所　

愛仙にじ　 47-3001

受講無料シニアワークプログラム

高齢者のための技能講習

パソコン実務講習
　パソコン機能を活用した文書作成や表

計算、チラシ等の作成、インターネット

などの基礎からの応用（中級程度）まで

の実務的な知識を習得し、事務系や販売・

営業系職種への就職・就業を目指します。

●期日／ 10 月 3 日（月）～ 13 日（木）

8 日間　●会場／仙北市総合情報セン

ター　●対象／ 55 歳以上の方でハロー

ワークに求職登録している方　●問合せ

／（社）仙北市シルバー人材センター　

55-1646

第 1 回パソコン講座
受講生募集

①パソコン基本：マウス ･ キーボード操

作、文字入力、インターネット、電子メー

ルなど

●対象／初心者　●日時／ 10 月 18 日

（火）、19 日（水）、21 日（金）、25 日

（火）13：00 ～ 16：00

②エクセル基本：表やグラフの作成　●

対象／パソコン基本操作をおおよそ習得

している方　●日時／10月26日（水）、

27 日（木）13：00 ～ 16：00

●使用するパソコン／ Windows XP　

●場所／仙北市総合情報センター 研修

室　●費用／テキスト代：①パソコン基

本 600 円　②エクセル基本 300 円　

●定員／各 30 人　●申込・問合せ／仙

北市総合情報センター（土 ･ 日 ･ 祝日を

除く）　 43-3339

平成 23 年度消防設備点
検資格者講習会

第 1 種：10 月 18 日（火）～ 20 日（木）

第 2 種：10 月 25 日（火）～ 27 日（木）

●講習会場／ルポールみずほ（秋田市山

王 4-2-12）　●受付／ 9 月 22 日（木）

まで　●受付方法／持参または郵送　●

受講料／ 31,080 円　●受講申請書提

出先・問合せ／

〒 010-0001　

秋田市中通 6 丁目 7-9　3F

社団法人　秋田県消防設備保守協会

018-835-5880

お勤めの方を対象とする
スキルアップセミナー

『エクセルビジネス活用』

●日程／ 10 月 5 日（水）、6 日（木）　

●定員／ 10 人

『2 級電気工事施工管理技士学科試験準

備講習』

●日程／ 10 月 5 日（水）～ 7 日（金）

●定員／ 20 人

『宅地建物取引主任者資格試験準備講習』

●日程／ 10 月 6 日（木）、7 日（金）

●定員／ 10 人

●時間／ 9：00 ～ 17：00　●場所／

大曲技術専門校　●受講資格／現在お

勤めしている方　●受講料／無料（テキ

スト代自己負担）　●申込・問合せ／大

曲技術専門校　民間支援室　 0187-

62-6321

職場における
メンタルヘルスセミナー

　自殺予防対策の一環として、「職場に

おけるメンタルヘルスセミナー」を開催

します。

●日時／ 9 月 21 日（水）13：15 ～

15：45　●場所／大仙市大曲中央公民

館小ホール　●内容／①大曲労働基準監

督署からの情報提供　演題「メンタルヘ

ルス対策の進め方について」　講師　大

曲労働基準監督署　署長　町田良則 氏　

②医師による講演　演題「過重労働対策

の進め方～うつ病の背景から職場復帰ま

で～」　講師　雁の里　仙南診療所　所

長　照井哲 氏　③特別講演　演題「どう

せやるなら機嫌よく」　講師　マジシャ

ン　ブラボー中谷 氏　●対象／当保健所

管内の事業所職員、一般住民　約 200

人　●参加費／無料　●申込・問合せ／

仙北地域振興局福祉環境部（大仙保健所）

0187-63-3404

　　採用

秋田県町村会事務局職員
（上級）採用試験受験案内

　秋田県町村会では、平成 24 年度に新

規採用する事務局職員採用試験を下記の

とおり実施します。

●試験区分・採用予定人数／上級一般事

務・1 人　●受験資格／①昭和 57 年 4

月 2 日から平成 2 年 4 月 1 日までに生

まれた者　②平成 2 年 4 月 2 日以降に

生まれた者で、大学卒または平成 24 年

3 月卒業見込みの者　●試験日・場所（第

1 次試験）／ 10 月 16 日（日）10：

00・ノースアジア大学　●受験手続／

申込用紙は秋田県町村会総務課（秋田市

山王四丁目 2 番 3 号）にあります。　

●受付期間／ 9 月 21 日（水）まで　

＊詳しくは、秋田県町村会ホームページ

をご覧ください。（http://www.akita-

chosonkai.gr.jp/）　●問合せ／秋田県

町村会総務課　 018-862-3851
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お知らせ 法テラス秋田
弁護士巡回無料法律相談

　離婚・相続・損害賠償・金銭トラブル・

不動産・クレジット・サラ金相談等、刑

事事件を除く内容について、法テラスと

契約した弁護士の方による無料法律相談

を開催します。この機会にぜひご利用く

ださい。　

●日時／ 9 月 27 日（火）13：00 ～

16：00　●場所／角館交流センター　

●対象／法テラスで定める基準（収入等）

を満たす方　●定員／ 6 人　＊事前申

し込みが必要です。　●申込・問合せ／

法テラス　 0503383-5551

仙北市商工会
動画サイト「いいべチャ
ンネル」開設

　仙北市商工会が取り組んでいる、観光

情報リアルタイム発信事業で、仙北市の

観光資源やお祭りなどを中継する動画サ

イトを開設しました。まずは「角館のお

祭り」をライブ中継します。その他、仙

北市のイベントや商工会情報も配信して

いきますのでよろしくお願いします。

動画サイトの名称　「いいべチャンネル」

URL http://iibe.jp

●問合せ／仙北市商工会　 54-2304

消防署からお知らせ
9 月 9 日は「救急の日」

　最近、軽い症状でも救急車を利用する

人が増えています。119 番通報をする

前に、救急車が必要か、自家用車やタク

シーなどを利用できないか、今一度考え

てみてください。ただし、命にかかわる

病気やけがで、緊急に病院へ行かなけれ

ばならない場合は、迷わず 119 番通報

してください。救急車を本当に必要とし

ている人のために、皆さんのご理解とご

協力をお願いします。

　　相談

行政に関する相談ごとは
行政相談委員に

　行政相談委員は、総務大臣から委嘱を

受け、国の仕事などについての苦情や意

見・要望を受け付け、皆さんと関係行政

機関との間に立って、その解決を図る、

いわば「行政と住民のパイプ役」です。

仙北市の行政相談委員は次の 3 人の方

で、自宅で相談を受付けていますので、

お気軽にご相談ください。

【行政相談委員】

◆難波　輝子　TEL 43-0782

　田沢湖生保内字水尻 7

◆大楽　進　TEL 53-2690

　角館町七日町 34

◆小西　範子　TEL 49-2154

　西木町上桧木内字中泊 97

●相談所開設日時・場所／◆ 9 月 14

日（水）13：00 ～ 16：00・神代出

張所　◆ 9 月 21 日（水）13：00 ～

16：00・田沢湖総合開発センター　●

問合せ／仙北市総務課　 43-1111

社会福祉協議会
9 月の心配ごと相談日程

　社会福祉協議会では、相談援助活動と

して心配事相談を行っています。地域や

日常生活で抱える心配ごとに相談員が適

切な助言を行い、相談内容によっては関

係機関へ連絡をとるなど、心配ごとの解

決の手助けをさせていただきます。お気

軽にご利用ください。

●日時・場所／◆ 8 日（木）13：00

～ 16：00・社会福祉協議会角館支所

◆ 14 日（ 水 ）13：00 ～ 16：00・

神代出張所　◆ 15 日（木）10：00

～ 12：00・紙風船館　◆ 21 日（水）

13：00 ～ 16：00・田沢湖総合開発

センター　◆ 22 日（木）13：00 ～

16：00・社会福祉協議会角館支所　

●問合せ／仙北市社会福祉協議会　

52-1624

警察の相談ダイヤル ＃ 9110

9 月 11 日は
「警察相談の日」です！

　警察では、犯罪被害の未然防止や県民

の安全と平穏の確保のため、各種相談を

受け付けています。相談は無料で、秘密

を厳守しますので、一人で悩まず安心し

てご相談ください。

　電話でのご相談は、県民安全相談セン

ター「＃ 9110」をご利用ください。全

国どこからでも、家庭の電話（プッシュ

回線）や公衆電話、携帯電話、PHS でプッ

シュすれば、最寄りの警察総合窓口にダ

イレクトにつながります。

　緊急の事件・事故以外の相談について

は、110 番通報ではなく県民安全相談

センター「＃ 9110」のご利用をお願い

します。

●問合せ／仙北警察署　 53-2111

秋田地方法務局
東日本大震災による避難
者向け相談所の開設

　秋田地方法務局では、東日本大震災に

より秋田県内に避難を余儀なくされてい

る方に対し、登記など法務局の所掌事務

に関する相談を受ける特設相談所を、下

記のとおり開設します。

●日時／ 9 月 11 日（日）10：00 ～

16：00　●場所／秋田地方法務局　●

相談内容／不動産登記、会社登記、戸

籍、供託、人権など法務局の所掌業務に

関する相談　●相談員／法務局職員　●

申込方法／予約不要。直接会場へお越し

ください。（相談無料。秘密厳守）　●電

話による相談も受け付けます。「フリー

ダイヤル　0120-227-746」　●問合

せ／秋田地方法務局　総務課　 018-

862-1428

土地家屋調査士
無料相談会

　土地家屋調査士会大曲支部では、10

月 1 日の「法の日」キャンペーンの一

環として、無料相談会を開催します。

●日時／ 10 月 1 日（土）10：00 ～

15：00　●場所／大仙市大曲交流セン

ター　●相談内容／土地の分筆・合筆、

地目変更、建物の新築・増築・滅失登記、

土地の境界に関すること　など　●問合

せ／秋田県土地家屋調査士会大曲支部　

0187-63-0800

全国一斉
司法書士法律相談

　司法書士会では、10 月 1 日の「法の

日」を記念し、全国一斉に司法書士業務

についての無料法律相談を開催します。

「大曲支部」

●日時／ 10 月 1 日（土）10：00 ～

15：00　●場所／大仙市大曲交流セン

ター　●相談内容／司法書士業務：土地

建物の贈与・相続・売買、簡易裁判所で

の和解・調停・訴訟、多重債務問題、地代・

家賃弁済などの供託手続き、会社の設立・

役員変更手続き　など　●問合せ／秋田

県司法書士会　 018-824-0187

秋田県国民年金基金
あなたの年金を
増やしませんか

　国民年金基金は、老齢基礎年金の上積

み年金として給付を行う、公的な年金制

度です。年金額をご自分で設計して増減

することも可能で、掛金は全額「社会保

険料控除」の対象となり、受け取る年金

にも「公的年金等控除」があるなど、税

制面でも優遇されています。次の三つの

条件を満たした方が加入できます。

①国民年金の第１号被保険者で、保険料

　を納めている方

②秋田県内に住所のある方

③ 20 歳～ 60 歳未満の方

●問合せ／秋田県国民年金基金　

0120-65-4192

平成 23 年度
秋の交通安全運動

　平成 23 年秋の交通安全運動が 9 月

21 日から 9 月 30 日までの 10 日間実

施され、最終日の 9 月 30 日は ｢ 交通

事故死ゼロを目指す日 ｣ となっていま

す。市民の皆様のご理解とご協力をお願

いします。

担当：仙北市交通安全対策協議会、仙北

警察署、仙北地区交通安全協会

9 月 1 日から 10 日は
屋外広告物適正化旬間

　県条例により、屋外広告物は設置にあ

たり原則許可等が必要になるほか、設置

自体が禁止されている地域・物件があり

ます。詳しくは、下記へお問い合わせく

ださい。

●問合せ／仙北地域振興局建設部用地課

0187-63-3116

仙北平野土地改良区管内
用水路の長期断水のお知
らせ

　平成 23 年度維持管理事業に伴い、下

記のとおり長期断水となります。断水期

間中は、地域の皆様に大変ご迷惑をおか

けしますが、ご理解とご協力をお願いし

ます。

●断水期間／ 9 月 12 日（月）～ 11

月 8 日（火）　●断水施設／ 1 号幹線用

水路（1 幹から分水される直分すべて）・

2 号幹線用水路（四ヶ村堰）　●主な工

事内容／用水管理システム機器の点検整

備・電気機械設備の点検整備

●問合せ／秋田県仙北平野土地改良区　

水利整備課　 0187-62-0180

こんなときは、迷わず病院へ！

●脳卒中の危険なサイン

①顔のゆがみ：顔面の動きが左右で違う。

②腕の異常：両腕を上げると、片方が上

　がらないか下がってしまう。

③言葉の異常：ろれつが回らない、言葉

　が出てこない、話せない。

●心筋梗塞の危険なサイン

①前胸部の痛み：「圧迫されるような」「し

　めつけられるような」「焼け付くよう

　な」痛み

②心筋梗塞に関連する痛み（放散痛）と

　して：みぞおち、のど、下あご、左腕、

　左肩、歯などが痛む（不快感）ことも

　ある。

③その他の特徴として：痛みが 30 分以

　上持続する。押しても痛みが増強する

　ことはない。体位で痛みは変化しない。

　冷や汗、吐き気、嘔吐を伴うことがある。

9 月 4 日（日）～ 10 日（土）
「救急医療週間」

　消防署では、救急医療週間期間中、次

のような行事を行います。ご家族連れで

おいでください。

① 9 月 4 日（日）13：00 ～ 16：00

　ワンダーモールタカヤナギ　店内催事

　場・駐車場

◆救急車・消防車一般公開　◆はしご車

搭乗体験　◆救命資器材展示　◆心肺蘇

生法体験　＊雨天時は車両公開中止

② 9 月 8 日（木）、9 日（金）18：00

　～ 21：00　立町ポケットパーク

◆ AED の設置、展示　◆「救急車適正

利用」「予防救急」「心肺蘇生法」チラシ

配布

●問合せ／角館消防署　救急班　

54-2302

③ 9 月 11 日（日）10：00 ～ 16：00

　グランマート田沢湖店　店内催事場・

　駐車場

◆高規格救急車・高度救命資器材一般公

開　◆心肺蘇生法体験　◆救急デモンス

トレーション

●問合せ／田沢湖分署　救急班　

43-1139
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西木温泉　クリオン　 47-2010

【恒例企画「海鮮祭り♪」】

　毎年恒例！海鮮祭りが今年も開催されます。おいし
い海鮮料理に舌鼓。もちろんマグロ解体ショーもやり
ます。
●開催日時／ 10 月 1 日（土）18：30 ～　
●料金／お一人様 6,000 円（税込）（料理・飲み放
　題付き）　
　詳しくはクリオンまでお問い合わせください。

【ゆったりくつろぐクリオンの日帰りプラン♪】

　お料理 3,000 円（税込）より承ります！

●ご利用特典　①ご利用時の入湯料サービス　②ご宴
　会時のカラオケ歌い放題　③無料送迎バスのご手配
　④お料理 4,000 円（税込）以上をご利用の場合、
　お一人様につきお銚子 1本サービス
　各種ご宴会、会合にピッタリ！お風呂に入って楽し
　んで、ゆったりおくつろぎください。

【今だけ！なつかしの「サクラマス、カジカ」を

味わおう】

　今では滅多に味わうことができなくなった桧木内川

産・天然物のサクラマス料理、カジカ料理を味わって
みませんか？メニュー多数ご用意しています。
　今の季節だからこその限定料理です。ぜひ一度ご賞
味ください。

株式会社　西宮家　 52-2438　

【レストラン北蔵】

●大人ブラウス展（米蔵 2F）
　9 月 4 日（日）～ 6 日（火）　
●とんぼ玉展　あてい工房（米蔵 2F）
　9 月 7 日（水）～ 9 日（金）
●宵月会書作展（前蔵）
　9 月 30 日（金）～ 10 月 2 日（日）

株式会社　花葉館　 55-5888

【イベント】

●円山和子歌謡ショー
　9 月 5 日（月）
　開場：正午～　開演：13：00 ～
　【料金】お一人様 2,500 円（観劇、弁当、入浴セット）

●メンテナンス休館日／ 9 月 28 日（水）

【グラウンドゴルフ】

●月例大会／ 9 月 3 日（土）

　◆参加資格等／会員のみ・参加費 500 円
●花葉館杯・秋季／ 9 月 11 日（日）
　◆参加資格／オープン参加　◆参加費／ 1,000 円
●翼会杯／ 9 月 19 日（月）
　◆参加資格／オープン参加　◆参加費／ 1,000 円
● vol.2 レディースカップ ／ 9 月 25 日（日）
　◆参加資格／女子オープン　◆参加費／ 1,000 円

第 3セクター情報

●地域密着型サービスとは、高齢者が要支援・要介護

　状態となっても、可能な限り住み慣れた自宅または

　地域で生活を継続できるようにするために身近な市・

　町で提供され、その市・町にある事業所は原則とし

　てその市・町の住民の方しか利用できません。

●広域圏内（大仙市、仙北市、美郷町）で利用できる

　地域密着型サービス

①認知症対応型通所介護（認知症の高齢者が食事、入

　浴などの介護や支援、機能訓練が日帰りで受けられ

　ます）

②小規模多機能型居宅介護（小規模な住居型の施設で、

　通いを中心としながら訪問、短期間の宿泊などを組

　み合わせた介護が受けられます）

③認知症対応型共同生活介護（認知症の高齢者が共同

　で生活できる場で食事、入浴などの介護、機能訓練

　が受けられます）

④地域密着型特定施設入居者生活介護（定員３０人未

　満の小規模な介護専用の有料老人ホームなどで食事、

　入浴などの介護が受けられます）

●問合せ／介護保険事務所　事業監査班　

　 0187-86-3913　FAX 0187-86-3914

地域密着型サービス

介護保険事務所からのお知らせ

広域圏内にある地域密着型サービス事業所数と定員

①認知症対
応型通所介
護

②小規模多
機能型居宅
介護

③認知症対
応型共同生
活介護

④地域密着
型特定施設
入居者生活
介護

事業
所数

定員
事業
所数

登録
定員

事業
所数

定員
事業
所数

定員

仙
北
市

0 0 0 0 6 72 1 12

大
仙
市

4 44 5 125 21 276 4 51

美
郷
町

0 0 3 68 6 72 3 36

　各事業所の所在地、連絡先等は、大曲仙北広域市町

村圏組合介護保険事務所のホームページ（OS 介護ネッ

ト URL…http://www.oskaigonet.or.jp/）に掲載し

ています。また、各市役所、町役場の担当窓口でも見

ることができます。

　大仙市・仙北市・美郷町の地域密着型サービスにつ

いては、大曲仙北広域市町村圏組合が指定、指導、監

督等をしています。

秋田内陸線情報

お得な切符のご案内です！

　ホリデーフリーきっぷは、土日祝日は 1 日乗り放題！

往復しても途中下車しても何回乗っても同一料金です。ま

た、毎月第 4 水曜日もお使いいただけます。

●ホリデーフリーきっぷ全線タイプ

　2,000 円（小児 1,000 円）

　全線で乗り放題、急行列車もご利用になれます。

●ホリデーフリーきっぷＡタイプ

　1,000 円（小児 500 円）

　鷹巣～松葉間で乗り放題、急行料金は別途となります。

●ホリデーフリーきっぷＢタイプ

　1,000 円（小児 500 円）

　阿仁合～角館間で乗り放題、急行料金は別途となります。

●発売箇所は、鷹巣駅・合川駅・米内沢駅・阿仁前田駅・

　阿仁合駅・角館駅・道の駅あに（比立内）・本庄商店（上

　桧木内）・中央商会（松葉）・西木温泉クリオン（西明寺）・

　角館プラザホテル（角館）で、乗車日の１カ月前から

　販売しています。

●今月の利用可能日はなんと 11 日間！　　　　　　　　

　3 日～ 4 日・10 日～ 11 日・17 日～ 19 日・23 日

　～ 25 日・28 日ご利用可能です。

内陸線ボランティアを募集しています。

　昨年度は多くの企業・団体・個人の方々に駅舎の補修、

草刈り等のご協力をいただきました。

　今年度も、駅舎や手すりの塗装、コンクリート補修、雑

木刈払い等をボランティアで行ってくださる企業・団体・

個人を募集します。

　なお、使用するセメント、ペンキ等の材料費はご用意

しますので、お気軽におたずねください。

●用意できる原材料など／ペンキ、ハケ、セメント材料、

　燃料、その他ボランティア保険料等

●申込・問合せ／秋田内陸活性化本部　秋田内陸線再生支

　援室（北秋田市役所阿仁庁舎内）　 0186-82-2114

笑顔ポスターを展示します！

　内陸線の中吊り広告募集で製作した笑顔ポスターを阿

仁合駅前の無料休憩所「銀山亭」に展示します。広告を

応募された方はもちろん地域の方、阿仁合駅に立ち寄ら

れた方はぜひ笑顔をご覧にお越しください。

●展示期間／ 9 月 10 日（土）～ 10 月 10 日（月）まで

●時間／ 9：00 ～ 16：00 まで

●問合せ／秋田内陸活性化本部　 0186-82-2114

隠れ里・根子を訪ねてみませんか！

　トンネルを抜けると、古人の営みのなごり漂う美しい

里山〝根子集落″が広がります。

　散策コースは萱草から根子、笑内までの約 12 キロの山

里の風景をゆっくり散策して楽しみます。

●日時／ 9 月 11 日（日）8：30 ～ 14：30

●旅行代金／ 1,300 円（保険料を含みます）

●募集人員／ 25 人

●コース／萱草駅（集合）→萱草集落 →萱草橋 →根子集

　落 →笑内駅（解散）

●申込み／催行日の 3 日前までに電話でお申し込みくだ

　さい。

●申込先／秋田内陸旅行センター（鷹巣駅内）

　 0186-60-1111

＊参加される方は必ず内陸線をご利用くださいますよう

お願いします。
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1
2 仙北市雇用促進就職面接会

■時間　13：00 ～ 15：30　■場所　角館交流センター

3
4 飾山囃子実演

■時間　10：00・11：00　■場所　角館樺細工伝承館

5
6
7

8

社会福祉協議会　心配ごと相談日
■時間　13：00 ～ 16：00　

■場所　社会福祉協議会角館支所

第７回もっと話そう
■時間　13：00 ～ 15：00　

■場所　田沢湖駅 2F　キネマ倶楽部

9
10
11 生保内地域運営体　駒ケ岳登山

■時間　8：15（田沢湖駅出発）　

12
13

14
行政相談所開設
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　神代出張所

社会福祉協議会　心配ごと相談日
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　神代出張所

15 社会福祉協議会　心配ごと相談日
■時間　10：00 ～ 12：00　■場所　紙風船館

16
17

18
第 26 回田沢湖マラソン
■時間　10：00 スタート　■場所　田沢湖畔ほか

飾山囃子実演
■時間　10：00・11：00　■場所　角館樺細工伝承館

19 神代地区チャリティー敬老会
■時間　10：30 ～　■場所　神代市民体育館

20

仙北市の行事予定

9月1日（木）～20日（火）

火

水

日

月

金

木

月

木

土

日

金

水

土

▼夏の恒例イベントも終わり、気

が付けば角館のお祭りが目の前で

す。この頃になると、カラッとし

た日中の暑さと対照的に朝晩の寒

さに秋を感じていました。今年は

お盆の頃から秋を感じていたよう

な…。連日のあまりの暑さに耐え

きれず、盆に短パンを購入した途

端に涼しくなり、洗車をすると雨

が降る。先の読めない自分が残念

です。（SA）　 ▼角館のささら舞、

戸沢氏祭、生保内節盆踊り。8月は、

ほかにもたくさんのイベントがあ

りました。9 月も角館のお祭り、

田沢湖マラソン、100 キロチャレ

ンジマラソン、生保内節全国大会

など市内各地でイベントが開催！

取材・広報編集と忙しい毎日が続

きますが、イベント等の取材で写

真を撮るのは、結構楽しかったり

します。（ＴR）　 ▼ 成人式を取材

させてもらいました。新成人の皆

さんは、堂々とした振る舞い。誓

いの言葉も立派で、当然ですが皆

さんエネルギーに溢れていました。

自分のハタチはどうだったかな？

と思いましたがうまく思い出せず

…。初心に立ち返る良い機会とな

りました。（YO）

編集後記

○○のつぶやき

火

火

月

木

金

土

角
館
の
お
祭
り

防災情報・安心情報・子育て情報・学校情報

『仙北市安全・安心メール』をはじめました

● 空メールで簡単登録！
toroku@anshin.city.semboku.akita.jpへ空メールを送信してくださ
い。返信されるメールの内容に従って本登録を行ってください。

● http://anshin.city.semboku.akita.jpからも登録できます。

日

【仙北市社会福祉協議会へ】
狐崎　隆 ( 上菅沢 )　
角館南高等学校
　　インターアクト部
鈴木保太郎 ( 西長野熊堂 )
仙北市立白岩小学校
　ボランティア委員会

　おたんじょうおめでとう  〈氏名（保護者）住所〉
堀川  若

わ か ば

葉　  ( 義貴 ) 生保内字下滝沢

草彅  連
れ ん の す け

之介  ( 裕也 ) 生保内字武蔵野

高橋  美
み お

凰　  ( 和綾 ) 生保内字上堂田

布谷  琉
る き

毅　  ( 誠 )　神代字下生田

辻  　琉
りゅうた

汰  　( 和樹 ) 小勝田小倉前

上林  愛
ま な み

珠  　( 安行 ) 小勝田小倉前

畠山  龍
りゅうき

希   　( 貢 )　 西長野野田

千葉  南
な な

奈   　( 繁 )　 西長野熊堂

小野  夏
な な と

七斗   ( 仁 )　 八割内山

門脇  璃
り く

空   　( 達也 ) 桧木内字松葉

菅原  桜
う み

湖  ( 善樹 ) 桧木内字長戸呂

門脇  祥
しょうま

真  ( 勝 )　 門屋字大野関

辻  　愛
あ い ら

蘭  ( 瞬也 ) 上荒井字寺村

ありがとうございます
善  意

( ７月受付分 )  敬称略

おくやみもうしあげます  〈氏名（年齢）住所〉
三浦  キヨヱ  (98) 田沢字春山

羽川  四郎　  (83) 田沢字寺下

佐々木  健悦  (95) 大中嶋

鈴木  マツ　  (93) 管沢

藤原  ミワ　  (96) 水ノ目沢

稲葉  千代子 (100) 東勝楽丁

稲葉  猛      　(91) 東勝楽丁

髙関  好正　  (86) 川原町

信田  キヌ   　(89) 横町

高橋  行雄　  (80) 下中町

髙橋  かほる  (41) 小勝田中川原

藤原  レイ子  (73) 雲然田中

秋田  明子　  (90) 八割西ケ沢

相馬  テイ　  (91) 白岩堂野口

 　　　　　　　　　　　   
  

出生　１４人
死亡　２４人
転入　４９人　
転出　４６人

人口の動き 7 月   （前月比）　（前年同月比）

   人口　   ３０，０６８人　  （－　７）　（－４４３）
  （男）　　１４，１０９人　  （－　２）　（－２１３）
  （女）　　１５，９５９人　  （－　５）　（－２３０）
  世帯数　１０，８３５世帯（＋　５）　（＋　１９） 7 月届出分・敬称略

戸籍の窓口から

【仙北市へ美術品寄贈】
平福久子 ( 東京都 )　

【桜苑へ】

浅利  嘉一　  (77) 桧木内字長戸呂

武藤 秋雄  　 (76 ) 桧木内字木田

佐藤  榮之助  (86 ) 桧木内字松葉

赤倉  惠美子  (74 ) 桧木内字松葉

澤山  五市　  (91) 西明寺字堂村

鈴木  ミヱ　  (85) 西明寺字荒町東

佐藤  ケフ　  (87) 門屋字屋敷田

葉桜会（田沢地区老人クラブ）

【寿楽荘へ】
陶　リチ子（元主任支援員）
葉桜会（田沢地区老人クラブ）
小松慎子（裏町）

　田沢湖観光協会が手続きを進めていた「国鱒 ( クニマス )」の商標登録が、
この度完了しました。
　国鱒（クニマス）の使用権の独占を防ぐ意味から、登録が進められまし
た。観光協会ではいかがわしい物でない限り、どなたにも使用していただ
く方向です。事前に連絡をいただく必要はありますが、皆さまこれを機に

「クニマス」を使った商品開発を考えてはいかがでしょうか。
（登録した分類については下記を参照ください。）

【第３類】指定商品　石けん類【第 16 類】指定商品　包装用紙、紙箱、紙袋、
紙製鯉のぼり、紙製旗、印刷物、文房具類【第 24 類】指定商品　布製身
の回り品、のぼり及び旗 ( 紙製のものを除く )、布製ラベル【第 28 類】指
定商品　おもちゃ、人形、歌かるた、すごろく、手品用品、トランプ、運
動用具、昆虫採集用具【第 30 類】指定商品　菓子及びパン、穀物の加工
品、米【第 32 類】指定商品　ビール、清涼飲料水、果実飲料、乳清飲料、
飲料用野菜ジュース

【商標登録出願人】
秋田県仙北市田沢湖生保内字宮ノ後 39 番地
社団法人田沢湖観光協会　佐藤和志　
0187（58）0063

クニマス

国　　鱒

【商標登録を受けようとする商標】

社団法人田沢湖観光協会からお知らせ
「クニマス」国　鱒　 商標登録

【指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分】

生保内中学校剣道部が、市長に全県

中学校総体の結果報告に訪れました。
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